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化石由来生薬 『竜骨』の基原と漢方処方中の存在意義 :GCフィンガープリント
を用いた検証
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【背景 ･目的】鉱物性生薬の竜骨 (FossiliaOssisMastodi)は､第十六改正日本薬局
方(日局)に ｢大型ほ乳動物の化石化した骨｣と定義され､一般に古代草食系晴乳動

物由来とされる｡文化財的価値を有する古生物化石の保護と漢方薬原料の安定供

給を解決するには､基原同定に基づく生薬材料学的検証が前提となる｡前年会で

は､漢方薬 『桂枝加竜骨牡嘱湯』(KRB)中の竜骨が無機元素の溶出挙動に影響する

ことを報告した｡本年会では､竜骨の基原動物同定､並びにM のGCフィンガ

ープリントから竜骨の存在意義を検討した｡【材料 ･方法】1960年～2010年に亘

り蒐集された竜骨標本[日局 ｢リュウコツ｣､博物標本資料､中医診療薬局品]計 30
検体を対象に､外部形態 ･切片作製による特徴に基づき､基原動物を同定した｡

フィンガープリントは､ガスクロマ トグラフ/水素炎イオン化検出器(GC/FID)法を
用い測定した｡【結果 ･考察】本学所蔵の博物標本 ｢竜骨｣及び ｢竜歯｣は､すべ

て晴乳類由来化石であることが判明した｡竜骨標本は様々な部位から成り､竜歯

標本はエナメル質や象牙質の存在から歯由来であることが確認できた｡竜歯標本

の一部はウマ科(Equidae)やサイ科(Rhinocerotidae)の奇蹄類､及び偶蹄類動物を基原
とすることを明らかにした｡日局リュウコツにエナメル質部位をもつ竜歯片の混

在を認めた｡更にエナメル質表面の微細構造から肉食系動物の特徴的形態を初め

て発見した｡GC/FID分析では､竜骨単味の煎液には有機物の溶出は確認されなか

ったが､KRB煎液では多数のピークが検出された｡クロマ トグラムデータを部分

最小二乗法判別分析(PLS-DA)で解析したところ､漢方薬中に竜骨が存在すること
で有機成分プロファイルが変化することが示唆された｡


